
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

注：     は点検結果によって交換する部品を示す。 

 

 

 

 

 

改善の内容 

全車両、カプラに防水カバーを追加するとともに、カプラ端子部を点検し、腐食を確認した場合は、

イグニッションスイッチリード線とワイヤーハーネス一式を交換する。 

 

識別：右側シートレールに緑色のシールを貼付する。 

  

 

改善箇所説明図① 

始動装置において、イグニッションスイッチリード線とワイヤーハーネスを接続するカプラ

の構造が不適切なため、使用過程において、当該カプラ内部の端子が、被水により腐食するこ

とがある。そのため、そのまま使用を続けると、腐食が進行して導通不良となり、最悪の場合、

走行中にエンジンが停止するおそれがある。 
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